
 
 
 
報道関係各位                        2026 年 1 月 15 日 
                                             

令和７年度 JA 広報大賞を受賞 

組合員・地域とともに歩む！ 

県民理解の醸成へ一体となった活動 

【組合長コメント】 
                                        
 このたび、ＪＡ晴れの国岡山は、全国のＪＡの広報活動を対象とした令和７年度（第 39 回）広報活動優良 JA 選定－JA
広報大賞（主催︓全国農業協同組合中央会、審査委員長︓稲澤 裕子 昭和女子大学現代ビジネス研究所 特別研究員）
において、総合の部の「大賞」に選ばれました。 
令和２年４月に８JA が合併し、ニーズの多様化、広域化した中、日々農業を支えてくださる組合員の皆さま、JA の事業や直

売所を利用してくださる県民の皆さま、岡山県をはじめとする行政機関、地域の関係団体・取引先の皆さま、そして JA の取組みを
取り上げ、発信してくださった報道関係の皆さまの支えと協力、職員一人ひとりの取組みが一体となって評価されたものと受け止めて
おり、心より感謝を申し上げます。そして、統一的な広報活動を通じて岡山の農業と地域の力が全国的に認められたことを大変光
栄に存じます。本受賞をゴールとするのではなく、この評価を励みに、より多くの県民の皆さまに農業や JA を身近に感じていただける
広報活動に引き続き取り組んでいきます。これからも地域に根ざした協同組合として、皆さまとともに岡山の農業と暮らしを支え続け
てまいります。 
なお、表彰式ならびに「総合の部」大賞受賞 JA による実践報告については、２月 27 日（金）、都市センターホテル（東京都

千代田区）で開催されますこと申し添えます。この機会に是非ともご取材いただきますよう、よろしくお願いいたします。 
JA広報大賞の内容については、JA全中発出のプレスリリース（別紙）をご参照願います。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

ワクワクする農業と地域の未来を 

【問い合わせ先】 

JA晴れの国岡山 総務部 

〒713-8113 岡山県倉敷市玉島八島 1510-1 

TEL：086-476-1830（総務部）周藤・浅井 

ホームページはこちら→ 

【発信元】 
JA 晴れの国岡山 総務部企画課 

〒713-8113 岡山県倉敷市玉島八島 1510-1 
TEL：086-476-1830  FAX：086-476-1840  
HP：https://www.ja-hareoka.or.jp/                  

https://www.ja-hareoka.or.jp/


 

 

プ レ ス リ リ ー ス 

令 和 ８ 年 １ 月 1 5 日 

報道関係 各位 

全国農業協同組合中央会 

 

～令和７年度（第 39回）広報活動優良 JA選定－JA広報大賞～ 

大賞は「ＪＡ晴れの国岡山」（岡山県）に決定!! 

審査結果発表ならびに表彰式等のご案内 

 

令和７年度（第 39 回）広報活動優良 JA 選定－JA 広報大賞（主催：全国農業

協同組合中央会、審査委員長：稲澤 裕子 昭和女子大学現代ビジネス研究所 

特別研究員）につきまして、厳正な審査のもと、総合の部の大賞は「JA 晴れの

国岡山」（岡山県）」に決定した他、下記のとおり、表彰 JA が決定したことを発

表いたします。 

 

また、表彰式ならびに「総合の部」大賞受賞 JA による実践報告については、

下記のとおり、２月 27 日（金）に開催いたします。この機会に是非ともご取材

いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

記 

 

１．表彰 JA一覧 

部門 賞 JA 名 県名 

総合の部 

大賞 JA 晴れの国岡山 岡山 

準大賞 JA 金沢市 石川 

準大賞 JA グリーン近江 滋賀 

パブリシティの部 優秀賞 JA 松本ハイランド 長野 

SNS 等活用の部 優秀賞 JA 京都市 京都 

組合員向け広報誌の部 優秀賞 JA あいち豊田 愛知 

 

  



 

 

２．JA広報大賞 表彰式・「総合の部」大賞受賞 JAによる実践報告 

 

（１）日時：令和８年２月 27 日（金）14 時 30 分～ 

※受付開始：14 時 15 分 
 

（２）場所： 都市センターホテル ３階「コスモスホールⅡ」 

（東京都千代田区平河町２－４－１） 

 

参考）スケジュール（予定） 

内 容 時 間 

表彰式 14:30～15:25 

「総合の部」大賞受賞 JA による実践報告 

（JA 広報トップ向け講座内での実施） 
15:35～16:10 

※ 取材をご希望の方は、【別紙１】より、２月 20 日（金）までにお申込ください。 

※ 表彰式後、JA の経営者層向け研修会「JA 広報トップ向け講座」を実施します。

「総合の部」大賞受賞 JA による実践報告は参加いただけますが、それ以外の講

演は参加いただけません。 

※ 受賞 JA への個別インタビュー等をご希望の場合は、別途ご相談ください。 

 

３．JA広報大賞の概要及び審査講評 

  【別紙２】のとおり 

 
【参考：昨年度の表彰式典の様子】 

 
 

  

    

 

 

 

 

 

 

 
 

  ＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

全国農業協同組合中央会（JA 全中） 

広報部 広報課（担当：杉田、小西、松村） 

住 所：東京都千代田区大手町１－３－１ 

メール：kouho.s@zenchu-ja.or.jp 

表彰式前日までの連絡先：03-6665-6010 

表彰式当日の連絡先：050-5472-4116 

mailto:kouho.s@zenchu-ja.or.jp


 

 

 

 

 

令和７年度（第 39回）ＪＡ広報大賞 表彰式 取材申込について 

 

申込フォーム、もしくはメールにて、２月 20 日（金）までにお申込ください。 

 

１．申込フォーム 

 以下の QR コードもしくは URL より、必要事項をご記入のうえ、お申込く

ださい。 

 

【QR コード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【URL】 

https://forms.gle/9B1G3m4vnLnPRSVo7 

 

 

２．メール 

    以下の事項をご記載のうえ、JA 全中 広報部 広報課

（kouho.s@zenchu-ja.or.jp ）に、メールをご送付ください。 

 

・所属する報道機関 

・所属する部署 

・氏名 

・ご連絡先（電話番号） 

・ご連絡先（メールアドレス） 

・お持ちになるスチルカメラの台数 
 

  

別紙１ 

https://forms.gle/9B1G3m4vnLnPRSVo7
mailto:kouho.s@zenchu-ja.or.jp


 

 

 

１．JA 広報大賞の概要 

（１）名 称： 

「令和７年度（第 39 回）広報活動優良 JA 選定―JA 広報大賞」 

 

（２）目 的： 

JA 段階の広報活動から優れた事例を表彰するとともに、その活動事例

を広く全国に紹介し JA 広報活動の一層の強化へとつなげる。 

 

（３）主 催： 

（一社）全国農業協同組合中央会 

 

（４）協 賛： 

全国農業協同組合連合会、全国共済農業協同組合連合会、農林中央金庫、

（一社）家の光協会、㈱日本農業新聞、全国厚生農業協同組合連合会、 

（株）農協観光 

 

（５）審査委員： 

   ・審査委員長 

     

 

   ・第一次審査会 

 

 

     

   （特別審査委員） 

 

   ・第二次審査会 

 

 

  

昭和女子大学現代ビジネス研究所 特別研究員 稲澤 裕子 氏 

プルミエ・コミュニケーションズ 代表 瀬藤 由紀子 氏 

協賛及び主催団体広報担当部長  

株式会社 Office Me 代表取締役 三井 智子 氏 

株式会社アイ・ファクトリー 取締役 鈴木 直哉 氏 

株式会社渡辺広報事務所 代表取締役 渡辺 秀人 氏 

協賛及び主催団体広報担当役員  

別紙２ 



 

 

２．審査講評  

 

≪総合の部≫ 

大賞：JA 晴れの国岡山（岡山県） 

○  大型合併 JA における統一的な広報活動のあり方について、整理の難しい部分が多く

ありながらも、広報戦略において、「訴求内容（何を）」「訴求対象（誰に）」「広報手段（ど

うやって）」が明確に整理され、組織内の意思統一がしっかりと図られている。組合員

（正・准）、利用者、地域住民の「属性」ごとに意見や要望、評価を集計できる仕組みを

LINE で整え、そのニーズや要望を数値化し、「ワイガヤミーティング」による文鎮型の

活発な議論の場を整えている。 

○  広報担当部署が全役職員から情報を集約できる「情報提供システム」の構築や各部署

への通信員の配置により、アグリセンターや直売所との連携強化を図っている。また、

組織的な広報活動を通し、役職員一人ひとりの「広報マインド」の向上も図られている。 

○  パブリシティを始めとした各種取り組みにおいて、組合長などのトップ広報が非常に

積極的に行われ、多くのメディア露出に結びついている。 

○  SNS は、X で速報性、Instagram でビジュアル中心など、各 SNS の特性をふまえな

がら、高度に使い分けている模範例である。また、YouTube の動画内容や国消国産特設

ページと LINE デジタルポイントカードを連動させるなど、複数媒体を組み合わせるこ

とで、取り組みのリーチを広げる工夫が随所に見られる。 

○  ファンづくり広報について、国消国産、食と農を支える JA グループの役割等、JA グ

ループ広報として重視する訴求内容を、広報戦略に基づき、網羅的に多様な手段で発信

されている。また、記事掲載数や SNS フォロワー数など、実効性のある目標値を立て、

効果測定がされており、非常に効果的な広報活動が行われている。 

 

  


